
 

 

 

 

 

令和 3 年度 

杏林大学 データサイエンス標準教育プログラムに係る 

自己点検・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 4 月 

 
杏林大学 データサイエンス教育委員会 

 
 

 

 

 



 

1．点検・評価の実施 

 杏林大学データサイエンス教育委員会が主体となり、「杏林大学データサイエンス標準教

育プログラム」に関する認定科目について点検・評価を行った。また、本教育プログラムの

改善に関する事柄についても点検・評価を行った。 

 

2．点検・評価の対象 

 本教育プログラムは、基本となる「認定科目」と、基礎および発展的な「推奨科目」で構

成されている。 認定科目は、データサイエンスのエッセンスを学び、この科目の単位取得

が教育プログラムの修了要件となる。推奨科目は、データサイエンスを学ぶための基礎科目

や、データサイエンスを応用する科目を配置している。また、本学独自のビデオ教材を作成

し、オンデマンド方式でいつでも学習できる環境も整えている。 

 そこで、認定科目および推奨科目について、おもに授業評価アンケート結果から授業満足

度を評価した。また、ビデオ教材を利用した科目については、確認試験結果や視聴履歴に加

え、担当した教員に対するアンケート調査の結果を評価した。 

 

3．点検・評価の根拠資料 

・令和 2 年度 前期 授業評価アンケート調査（2020） 

・令和 2 年度 後期 授業評価アンケート調査（2020） 

・令和 3 年度 前期 授業評価アンケート調査（2021） 

・令和 3 年度 後期 授業評価アンケート調査（2021） 

・データサイエンス教育委員会「確認試験結果」および「オンデマンド視聴調査」（2021） 

・データサイエンス教育委員会「データサイエンス教員アンケート調査」（2021） 

・外国語学部「データリテラシー」、「データサイエンス」の授業アンケート調査（2021） 

 

4．評価結果の判定 

評価結果に基づき、3 段階の評価レベルを設け判定した。 

【評価レベル】 

S：評価の観点において、十分に基準を満足している。 

A：評価の観点において、基準を満足している。 

B：評価の観点において、改善の必要がある。 
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